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平成１８年度９月補正予算案主要事項説明

総 務 部

事 業 名 [医大特会]がん対策研究事業費

予 算 額 ２５，４００ 千円 新規・継続の別 新規

１ 趣 旨

抗がん剤の副作用や効果等について、遺伝子レベルで解析し、患者個々

の体質に応じた最適ながん治療薬投与法を確立する研究を実施する。

（ 18 ～ 23 ）

事 業 内 容 ２ 研究内容

目 的 研究方法 奨学を目的とする寄附金を活用した腫瘍薬剤制御学講座を設置

対 象 （参考）

寄 附 者 ・アステラス製薬(株) ・アストラゼネカ(株)

方法等 ・クレハ(株） ・第一製薬(株)

・大鵬薬品工業(株) ・中外製薬(株)

・ノバルティスファーマ(株) ・ブリストル・マイヤーズ(株)

・(株)ヤクルト

全９社（医薬品の製造・販売等）

※ 18 ～ 23 寄附金総額 192,500千円

担当課・係名 京都府立医科大学庶務課企画情報係 課・係 電話番号 075-251-5208

総務－１



平成１８年度９月補正予算案主要事項説明

総 務 部

事 業 名 地域医療教育推進費（京都府医療キャンパス構想）［医大特会］

予 算 額 ２４，０００ 千円 新規・継続の別 新 規

１ 趣 旨

実習教育に新たに教育指定病院制度を導入し、中北部を含めた府内各地

域の基幹病院と大学が連携し、京都府全域を大学キャンパスと捉えること

で、地域医療・チーム医療の重要性を認識した、使命感を持った医療人を

育成できるよう教育体制を充実する。

事 業 内 容

２ 概 要

目 的 (1) 実施方法

・府内各地域の基幹病院を「医学・看護学教育を通じた地域医療サービ

ス向上プログラム」の実践の場として「京都府立医科大学教育指定病対 象

院」に指定する。

方法等 【教育指定病院（予定）】

舞鶴医療センター、福知山市民病院、綾部市立病院、

与謝の海病院、京都第一赤十字病院、京都第二赤十字病院 等

・各教育指定病院において、診療参加型による地域医療・チーム医療実

習を行う。

・指導する医師・看護師のみならず病院事務職員・地域住民（患者）の

視点からも、医学生・看護学生を総合的に評価する教育システムを整

備する。

(2) 実施スケジュール（予定）

平成１８年度 教育指定病院の指定、実習プログラムの策定

平成１９年度以降 実習プログラムの試行を経て、本格実施

担当課・係名 京都府立医科大学学生課学生係 課・係 電話番号 075-251-5228

総務－２
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